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朝日放送グループホールディングス株式会社 ＜福島区＞

33

浪速区

岡野 皓介

朝
日
放
送
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
は
、

１
９
５
１
年
に
朝
日
放
送
株

式
会
社
と
し
て
設
立
、
２
０

１
８
年
に
現
在
の
商
号
に
変

更
し
て
い
ま
す
。

創
業
以
来
70
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
地
元
関
西
に
密

着
し
、
私
た
ち
に
正
確
な
情

報
を
届
け
て
い
た
だ
き
、
朝

日
放
送
で
は
お
な
じ
み
の
探

偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
で
毎
週

お
茶
の
間
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
の
営
み
を
大
切

に
し
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る

企
業
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
て

お
り
、
頻
発
す
る
あ
ら
ゆ
る

自
然
災
害
に
備
え
て
、
災
害

発
生
時
の
報
道
を
迅
速
に
行

い
、
防
災
・
減
災
に
役
立
つ

情
報
伝
達
を
適
切
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
過
去
の
災
害

な
ど
の
知
見
を
活
用
し
、
啓

発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
の
取
組
と
し

て
、独
自
に
開
発
し
た
避
難
・

災
害
情
報
の
「
エ
リ
ア
限
定

強
制
表
示
」は
、国
内
放
送
局

で
初
の
取
組
で
、
他
社
に
も

広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
て
以
来
、
各
ク
ラ
ブ
員

は
家
庭
防
火
の
担
い
手
と
し
て
高

い
意
識
を
持
ち
、
地
域
の
防
火
・

防
災
推
進
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
て
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

各
連
合
町
会
の
会

館
で
の
防
災
講
演
や

各
種
講
習
会
等
を
積

極
的
に
開
催
し
、
自

主
防
災
意
識
の
高

揚
・
知
識
の
習
得
に

努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
防
火
で

は
、
春
・
秋
の
火
災

予
防
運
動
や
高
齢
者

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

強
化
月
間
に
お
い
て

高
齢
者
宅
へ
の
防
火

訪
問
な
ど
に
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
浪

速
区
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
の
活
動
は
地
域
の

防
火
・
防
災
を
推
進
し
、
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
災
害
に
強

い
ま
ち
・
安
全
な
都
市
』
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

浪
速
消
防
署
と
し
ま
し
て
も
、

今
後
よ
り
多
く
の
方
に
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
各
種
防
火
・
防
災
行
事
等
を

開
催
し
て
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が

消
防
の
市
民
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
よ
り
充
実
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

弊社では、定期的に災害
対策訓練等を行い、緊急時
に問われる各々の役割を確
認し自衛消防の意識向上を
図っております。
今後も地域全体で防災

に対する知識を高めていけ
たらと思っております。
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教えて
　〇〇課！
教えて
　〇〇課！
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警防課　堀尾　侑祐
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( 旧 :Twitter)
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４０年あまりの勤務を振り返った後、感謝を込めてその人はこう
結んだ。「大阪市消防局、心の底からありがとうございました」。
やり切った充実感がそう言わせるのだろうと拝察する。
「次代につなぐ」。添えられた写真にある「つなぐ人」と、それ
を受け継ぐ「次代」の表情がその趣旨を物語っている。
春まだ浅いこの季節は長短に関わらず別れと出会いが交差す

る。かくいう私もその岐路に立つ一人だ。
奇しくも節目の９００号を迎えた本誌の、ほんのわずかな一端で
関わった全ての人に謝意と敬意を表する。
そして、私淑する某小説家いわくの言葉を借りて「グッド・バイ」

で締め括ることにする。（Ｏ）

表紙は、令和６年度消防救
助技術練成会での応急はしご
救助の様子です。
訓練開始の合図の直後、隊
員３名が駆け出した瞬間の躍
動感ある様子を収めた一枚と
なっています。
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